















































































審査委員：主査  森地 茂 
委員  伊藤 大一 
委員  中村 玲子 
委員  小澤 一雅（東京大学） 
委員 大山 達雄 
 
本論文の最終報告に引き続き、平成 21年 8月 31日（月）午後 11時から審査委員会が開
催された。審査委員は、森地茂教授（主査）、伊藤大一教授（副査）、中村玲子教授（副
査）、大山達雄教授、小澤一雅教授（東京大学）の 5名であり、本論文について以下のよ
うな意見が出された。 
 
本研究は、現在の行政が直面する課題（スリム化、財源縮小、施設の老朽化、災害の多
発等）に対して、政策（道路維持）の質的評価という学問的に扱いにくいテーマに取り組
み、関連分野の勉学に励み、社会的にも学術的にも新たな分野を拓いたものと大いに評価
される。社会的価値としては、わが国のインフラを管理する地方公共団体にとって重要な
テーマを取り上げ、充分な価値を出していると評価される。学術的価値としては、道路維
持体制における人員配置の最適化問題にポートフォリオ理論を適用し、納得できるモデル
を提示した点が最も高いと評価される。論文は、最新の研究成果をよくフォローし、論理
的に構成されている。 
加筆・修正が望ましい点は、次の点である、 
 
1. オリジナリティや貢献（学術的価値、社会的価値）の部分をより明確に示すと良い。 
2. 行政組織や外部調達などの日本的慣行に対する鋭い洞察がある。この点を掘り下げ
ると学問的（行政学）にも一層意味のある研究となる。 
3. 統計数値やレビューの表記の仕方で若干改善すべきと思われる点がある。 
4. データ等の制約があると思われるが、人的能力や業績などをより多面的に捉えると
良い。 
5. 今後の研究発展につながる課題を学術的発展、社会的応用のそれぞれについて示し
ておくと良い。 
 
上記のコメントに対して、著者は直ちに論文の修正を行い、修正稿を提出し、主査の最
終確認を経た上で各審査委員との了解を得た上で博士論文最終版として提出させることに
した。審査委員は、このような手続きを経ることに合意し、本論文が本学博士論文として
妥当であると結論付けた。 
